
国内で1100店を展開
生産能力増強とリスク回避へ
三木の産業団地に新工場
西日本の生産拠点として稼働

世界で人気のチェーン店
　「31（サーティワン）」といえばアイスク
リームショップのチェーン店として、抜群
の知名度を誇っています。東京の１号
店は40年以上前、1974年に開設しま
した。企業名のB-Rは現在約50カ国
で計7,000店以上を展開する世界最
大級のアイスクリームチェーン「バスキ
ン・ロビンス」の頭文字。「31」は日本
だけのブランド名だそうです。
　アイスクリーム製品は、静岡県の富
士小山工場１カ所で生産していました
が、さらなる事業拡大を目指すととも
に、BCP（事業継続計画）に備え、西
日本の生産拠点となる新工場の建設
を計画。2010年夏から、候補地選定
に着手しました。

紹介の工場用地に〝一目ぼれ〟
　相談を受けたひょうご・神戸投資サ
ポートセンターが、兵庫県内の工場用
地として2カ所目に案内したのが、三木
市にある産業団地「ひょうご情報公園
都市」でした。
　「現地を訪れてすぐに良いなと。一目
ぼれでした」と同社の高木祥人生産
本部長は振り返ります。1年ほどかけ、
県内20カ所を含め、京都、広島、岡山
など約40カ所を候補に検討した結果、

やはり第一印象が良く、同社が挙げる
工場立地の3条件も満たしていた三
木での新工場建設を決定しました。
　３条件の1番目はアイスクリーム製造
に欠かせない水質の良さでした。２番目
は輸送利便性で、国内素材の輸送は
もちろん、米国からB-R独自のフレーバ
ー素材などが届く神戸港とのアクセス
も、山陽自動車道のインターに近いため
スムーズでした。３番目は手作り工程に
人手が必要なため、労働力が確保でき
ること。三木市や神戸市の市街地が通
勤圏内にあることが評価されました。
　さらに、都市近郊でありながら自然
環境が豊かなことも決め手に。高木本
部長は「ひょうご情報公園都市は全て
のインフラが整備されています。それゆ
えに有名な企業が工場を立地されて

いらっしゃることに魅力を感じました」と
教えてくれました。

〝三木産〟アイスが店頭に
　新しい神戸三木工場は昨年12月
に竣工し、年明けに製造ラインが整い
ました。以降は、品質保証のため製造
テストを繰り返し、綿密なチェックを行う
傍ら、従業員の手作り工程の作業研
修などを実施。このたび、3月中旬から
本格的に稼働させました。
　富士小山工場は主に東日本の店
舗、神戸三木工場は西日本の店舗で
販売するアイスクリームとアイスクリーム
ケーキを製造しています。また、万が一
のことがあっても供給が途切れないよ
うカバーし合います。これで、実効性の
高いBCPを策定できる盤石な生産体
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制が整いました。
　北海道産の乳製品など良質な国
産原料にこだわり、世界中で愛される
B-Rのレシピに基づいた〝兵庫・三木

産〟のアイスが、「31」の店頭に並びま
す。新工場の立地選定から、生産が
軌道に乗るまでを見守った高木本部
長は「いろいろな方々のご支援とご協

力で思い描いた通りになりました。感
無量です」と喜びもひとしお。神戸三
木工場が加わった新製造体制に期
待を込めます。

所在地
（本社）東京都品川区上大崎3-2-1 目黒センタービル
（神戸三木工場）三木市志染町「ひょうご情報公園都市」内

代表取締役社長　渡辺裕明
事業内容　アイスクリームの製造販売
URL http://www31ice.co.jp/
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ワンストップで国内外の企業ニーズに
お応えします

支援メニュー講座 企業立地支援事業

問い合わせは ひょうご・神戸投資サポートセンター 078-271-8400

　ひょうご・神戸投資サポートセンターでは、兵庫県内に進出を検討している国内企業、外国・外資系企業の
皆さまに、兵庫県の産業団地のほか、工場適地や遊休地、賃貸オフィス等の情報、さらには進出の際に必要
な行政手続きから雇用、住宅、生活面に至るまでさまざまな現地情報等を提供しています。各事業主体や関
係機関等への取り次ぎなど、企業ニーズに合わせたきめ細やかな支援を行うワンストップサービス機関として、
皆さまの新たな事業展開をお手伝いいたします。

［具体的な支援内容］
 １ 産業用地情報の提供 ５　許認可手続き情報の提供（外国・外資系企業向け）
２ 研究開発用オフィス情報の提供 ６　ビジネス・生活関連情報の提供（外国・外資系企業向け）
３ 関連情報の提供 ７　専門アドバイザーによる無料相談（外国・外資系企業向け）
４ 現地案内

制度概要


